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学際教育交流セミナーを振り返って
岡山大学の「学部横断型」学際教育の試み
牛田　英子※１
　近年、学問分野を融合し、学部や学科を超えた学びを目指す「学際教育」 (interdisciplinary 
education)を取り入れる大学が増えてきた。本稿では、学際教育的な新しいプログラムを持つ大学
が互いに交流を進めてきた「学際教育交流セミナー」に参加した経験をもとに、岡山大学の学際教
育の実践例を紹介する。筆者が参加した平成30年にはマッチングプログラム(MP)とMPを引き継いだ
グローバル・ディスカバリー・プログラムの「学部横断型」の学際教育が紹介された。学生の活動
報告ではそのような自由で柔軟な教育の良さとともに、学際教育ならではの難しさも報告された。
卒業生と在校生のアンケート結果からも履修形態と他学部との交流について同様の回答があり、学
際教育の課題解決に向けての取り組みが必要とされることが明らかになった。
キーワード：大学教育,学際教育，学部横断型,リベラルアーツ
※１　岡山大学グローバル・ディスカバリー・プログラム
Ⅰ　はじめに
　近年、学問分野を融合し、学部や学科を超えた学びを目指す「学際教育」 
(interdisciplinary education)を取り入れる大学が増えてきた。「学際性」、「学
際教育」という日本語はあまり聞きなれない言葉だが、“interdisciplinarity” 
“interdisciplinary education” “interdisciplinary study”という用語は米国の
大学教育では頻繁に使われており、様々な分野で“interdisciplinary study”的な
アプローチが取られている。特に特定の専門分野だけでは扱うことができないよう
な課題に対して、複数の学問分野の知見を融合し、包括的な解決法を導く方法とも
されている(Klein & Newell, 1996)。日本でも分野によってはかなり前から学際教
育を取り入れた学問分野やプログラムがあるが（中井,2015; 標葉＆平井, 2016）、
まだ存在感が強いとはいえない。
　米国では人文科学、社会科学、自然科学の基礎分野を横断的に教育し幅広い教養
を身につけることを目的とするリベラルアーツ・カレッジが古くから存在し、優秀
な学生を輩出しており、「学際教育」は決して新しい傾向ではない。日本の大学でも
近年「リベラルアーツ」、「教養教育」、「文理融合」が普及し、日本の大学がリベラ
ルアーツ系の教養学部を作り、日本式に取り入れたものが「学際系リベラルアーツ」
に発展してきた（友野, 2011）。
　本稿では、このような学際的な教育を取り入れている大学が互いに交流を進めて
きた「学際教育交流セミナー」に参加した経験をもとに、セミナーを振り返り、岡
山大学の学際教育の実践例を紹介し、その成果と今後の課題を考察する。
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Ⅱ　学際教育交流セミナー
１　「学際教育交流セミナー」とは
　平成20年に第一回「学際教育交流セミナー」を開催して以来、平成30年までに参
加大学の間で持ち回りで開催されてきた。近年の主な参加大学は、九州大学、高知
大学、立命館大学、そして岡山大学の４大学であるが、発表者の所属は、主に九州
大学21世紀プログラムおよび共創学部、高知大学さきがけプログラム、立命館大学
産業社会学部、岡山大学マッチングプログラム(MP)およびグローバル・ディスカバ
リー・プログラムと、学部教育を提供する「新しいプログラム」が多い。発表は参
加大学の学際教育の実施報告と学生の活動報告で構成され、特に学生の報告が多い
ことが特徴である。そのため、２日間かけて行われ、1日目の最後は参加者がイン
フォーマルに交流できる情報交換会があり、組織や肩書きを超えた人的交流と情報
交換の場を設けているのも印象的である。また、セミナー主催者の目的によっては
テーマに合わせた特別講演が追加されることもある。以下に近年開催された学際教
育交流セミナーのテーマ、日時、開催大学、主な発表者、表題をまとめる。
（１）平成28年度
平成29年2月9日（木）、10日（金）
会場：岡山大学津島キャンパス
* 九州大学「21世紀プログラムの現況報告」「21世紀プログラムから共創学部へ」
*  高知大学 「土佐さきがけプログラムの現況報告」「生命・環境人材育成コース誕生
の意義と今後の発展」
* 立命館大学　産業社会学部 「現況報告」「学際教育を「学習」の観点から捉え返す」
*  岡山大学　「マッチングプログラムコース・グローバル・ディスカバリー・プログ
ラム現況報告」
講演　
*  「グローバル人材とはー国際機関勤務の経験からー」岡山大学グローバル・パート
ナーズ
*  「岡山大学における国際バカロレアへの取り組みについて」岡山大学アドミッショ
ンセンター長（副学長）
*  「岡山大学における実践型社会連携教育プログラムの展開」岡山大学地域総合研究
センター
（２）平成29年度 
日時：平成30年2月17日（土）、18日（日）　
会場：高知大学朝倉キャンパス
第I部　学際教育の実施報告
* 九州大学「21世紀プログラムから共創学部へ−九州大学の挑戦−」
* 岡山大学「MPからグローバル・ディスカバリー・プログラムへ」
* 立命館大学「産業社会学部の学際性の特徴について−新センター構想に触れつつ」
* 高知大学「国際教育の取り組み　新規開講科目『グローバルコミュニケーション』」
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第II部　地域協働と学士教育
講演
*  「高知大学COC+事業とは」高知大学地域連携推進センター COC+事業推進コーディ
ネーター
* 「地方創生推進士になって思うこと」高知大学学生
*  「高知大学希望創発センターについて」高知大学農林海洋科学部教授、地域協働学
部教授
　筆者が当セミナーに参加したのは、この年からであるが、どの大学も何らかの「変
革」があったようだ。筆者自身も新しいプログラム開設について発表したが、全体
的に従来の学際教育に「グローバル性」、「創造性」、「課題解決」の要素が重要視さ
れてきたことがわかった。九州大学の21世紀プログラムは学際教育を継承し、国内
学の学生を受け入れる国際学部へと進化し、岡山大学のMPコースも国内外の多様な
学生を受け入れるグローバル・ディスカバリー・プログラムとなった。日本語がま
だ未熟な留学生が日本語で学びの経験を報告したのは、本交流セミナー参加者に大
きなインパクトを与えたと思われる。
（３）平成30年度 
〜学際教育が担う高等教育の新たな視点〜
日時：平成30年9月20日（土）、21日（日）
会場：九州大学伊都キャンパス
*  岡山大学「岡山大学における学部横断型学際教育の試み：国際共修の課題と波及
効果」
* 立命館大学「高等教育の未来と学際教育/学習」
* 九州大学「共創学部の英語教育：共創学部課題解決力の育成を目指して」
*  高知大学「土佐さきがけプログラムの高知大学への波及効果」
特別講演
* 「越境人材に期待される技術と社会の接続」京都大学総合博物館　准教授
*  「学問分野を融合した教育を通してどのような学修成果の習得を目指し、それをど
のように評価するのか」九州大学教育改革推進本部　教授
　九州大学共創学部が起動し、岡山大学グローバル・ディスカバリー・プログラム
も軌道に乗ったが、一方では高知大学さきがけプログラムが平成32年入試で廃止さ
れることになり、学際教育を再度見直す時が来たと思われる。そのためか、事前に
主催者より学際教育の成果と学内の波及効果を発表内容に入れるよう依頼があった。
立命館大学産業社会学部はさらなる飛躍を目指し、新しい「ラーニングイノベーショ
ン」を探求し続けており、高等教育の未来に向けて2020年までに新しいセンターを
設置予定である。今後の学際教育セミナーの意義や方向性を参加者で議論した結果、
新しいプログラムが軌道に乗り、一定の実態が把握できるまでしばらくセミナーを
休止とすることとなった。
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　参加大学にとっては学際教育のあり方や、目指すものを模索し続けた10年間であっ
たかもしれないが、経験から学んだことも多いであろう。次のセミナーが開始され
るときに備え、各大学の学際教育が目指すもの、課題を明らかにし、課題解決に取
り組む必要がある。そこで、筆者が参加した平成29年度と平成30年度の学際教育セ
ミナーでの発表内容をもとに岡山大学における学際教育の現状、成果、課題につい
て報告する。また、発表で抜粋された卒業生のアンケート結果も適宜紹介し、現状
をより正確に把握した上で今後の対応方法を検討する。
Ⅲ　岡山大学における学際教育
１  平成29年度実践報告
（１）教員１の報告
「MPからグローバル・ディスカバリー・プログラムへ」
　岡山大学では、平成17年に始まったMPコースで学部横断型の学際教育が始まった。
開講から12年後の平成29年度入学生が最後の世代となるが、同年秋からはグローバ
ル・ディスカバリー・プログラムがMPコースを踏襲し、学部だけではなく学習領域
を横断する「領域横断型」教育も可能となった。
　2017年4月にMPとして最後の入学生18名が入学した。うち２名は国際バカロレア
(IB)入試で入学した海外のIB校出身者である。平成29年に在学生に行った卒業研究
を行う学部の希望調査では、理学部、文学部、教育学部、農学部が多かったが、4年
生の課題研究を実際に実施した学部は環境理工学部と経済学部も多かった。特に１
つの学部に偏ることなくMP生が学内の様々な学部の中で高年次教育を続けているこ
とが伺える。
　2017年10月に第一期生を迎えたグローバル・ディスカバリー・プログラムはMPコー
スの特徴を引き継ぎつつ、国内外から学生を受け入れる新しい学部教育プログラム
である。MPとの違いは、国際入試を通じて日本語ができない海外生も入学できること、
それにより国内向けのAO入試（4月入学）と国際入試（10月入学、4月入学）の入口
ができ、学生の多様性が広がることである。また、2年進級時までにMPコースのよう
に各学部が提供する科目を履修するマッチング・トラックかディスカバリーが提供
する授業を履修するディスカバリー専修トラックのどちらかを選ぶ（図１）。トラッ
クによって対応言語が異なるため、日本語ができない学生は必然的にディスカバリー
専修トラックに進むことになるが、日本語能力が高ければ、国際入試で入学した学
生でもマッチング・トラックに入ることができるため、第一期10月生入学後アンケー
トでは約3分の１の学生がマッチング・トラックへ関心を示していた。
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　トラックを選んだ後でも学部横断型の履修と英語で開講されるディスカバリー独
自の授業を自由に組み合わせることもできるが、マッチング・トラックを選択した
学生は学部決定後、集中的にその学部の授業を履修することになる可能性が高い。
2018年4月入学第一期生の入学前アンケートにおいても10月生と同様に約3分の１の
学生がマッチングトラックへ関心を示していた。
（２）教員２の報告
「岡山から世界へ：国際入学生の多様性と初年度教育」
　2017年10月国際入試で入学した第一期生の内訳は16の国と地域であり、多様性を
確保できた。初年度教育として、多様な背景と経験を持つ学生に対してどのような
共通科目を課しているかを紹介した。2年進級時までに自らの進路選択をするにあた
り、全学必修科目に加えてディスカバリー必修科目として、「ディスカバリーセミ
ナー」では主に異文化理解、コミュニケーションスキル、課題分析力、クリティカ
ルに考える能力の習得、「ディスカバリーガイダンス」では「マッチング・トラック」
と「ディスカバリー専修トラック」の理解、各トラックで学べる学部、学科、授業
の情報提供をし、学びのプロセス設計として利用した。
（３）MPコース学生の報告
「とことん自由にMPコースで学んだこと」MPコース4年生
「“自由”に学ぶ」ということについて、入学後に専攻分野を決められる、どこの学
部の授業でも履修できると定義しつつ、それ故に「自分のしたいことが分からない」
ことが問題であるとし、「自分で目標を設定する必要性」を強調した。MP2年時に提
ックに入ることができるため、第一期 10 月生入学後アンケートでは約 3 分の１
の学生がマッチング・トラックへ関心を示していた。 
 
図 1 グローバル・ディスカバリー・プログラムのカリキュラム 
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（３）MP コ 学生の報告 
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供する「MP教養ゼミ」のクラスがそのために使われたようだ。また、「自由なMPコー
スだからこそ」得たものとして、情報収集力・コミュニケーション能力（人脈づくリ、
関心のあるものをアピール）、プレゼンテーション能力、国際感覚をあげた。
（４）グローバル・ディスカバリー・プログラム学生の報告
「Discovery Program for Global Learners」
グローバル・ディスカバリー・プログラム第一期生 (2017年10月入学)　
　発表者は半年前に入学したばかりの学生２名で、１名は子供の頃3年間アメリカで
暮らし、帰国後は国内のインターナショナルスクールで教育を受け、もう１名は海
外から直接日本に留学したヨーロッパ系の学生である。２人は入学動機としてプロ
グラムの内容をあげており、英語と日本語で履修できる授業の柔軟性を高く評価し
ていた。ディスカバリー・プログラムへの期待としては、「ディスカバリー・プログ
ラムの良さを広めていく」、「改善点を捉え、多くの人から受け入れてもらえるプロ
グラムにする」、「医療や保健分野も含んだ広範囲の科学関連の授業を増やす」、「他
学部との関わり合いを増やす」があげられた。
２　平成30年度実践報告
「岡山大学における学部横断型学際教育の試み：国際共修の課題と波及効果」
（１）MPコース学生１の報告
「MPコースの学生生活と学びそして未来」MPコース2年生
　MPコースの最大の特徴として学部横断型の授業が受けられることをあげ、その学
びを「横断型」、「積極的」、「様々な角度からの学修」とし、その「強み」は、課題
に対して様々な角度から考える能力を養うこと、課題が複雑化する現代社会を切り
拓いていく力とした。一方で、弱点としては、「選択肢が多すぎて自分の道を失う可
能性がある」、「横断的な学習の成果が実感しにくい」、「就職活動等でアピールしに
くい・評価されにくい」の３点をあげ、MPコースで培った能力を社会貢献のために
どのように活かすか、他学部と比較した上での「優位性」をどのようにアピールす
るか等の疑問を投げかけた。
（２）MPコース学生２の報告
「私の学生生活」MPコース4年生 
　様々なことに興味があることが入学を志望した動機の1つであり、入学後はその興
味に関連する授業を幅広く履修し、自分なりに知識を関連づけていった。その過程
で自分が最も強く興味を持つ授業、学部を絞り、どのように卒業テーマを決めていっ
たかを報告した。
（３）グローバル・ディスカバリー・プログラム学生の報告
「多様性への理解とグローバル社会を生き抜くための実戦型学習」
グローバル・ディスカバリ ・ープログラム第一期生( 2017年10月入学、2018年4月入学)
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　ディスカバリーは10月入学生と４学入学生で１学年を作るため、このセミナーで
は両グループから参加者を募り、2017年10月入学生１名と2018年4月入学生４名の有
志がチームで発表した。10月入学生は中学からアメリカで暮らしていた帰国子女で、
4月入学生は全員国内の高校出身者である。入学動機として、学際的な学びと世界か
ら集まる多様な背景の学生と共に学ぶ環境をあげ、同時にそれらをディスカバリー
の「利点」だと考えていた。入学後まだ半年から1年であるが、「多くの視点で色々
な事が見れるようになった」、「主体的、積極的に行動できるようになった」、「沢山
の人々の出会いに感謝」、「圧倒的に仲がいい」等、現時点での感想を報告した。現
時点での課題には触れていないが、夏休み中に発表準備をしようとしたやる気のあ
る有志５名であることや、4月生は新しいグローバル・ディスカバリー・プログラム
の「教育内容や教育改革が魅力的」という理由で出願先を選んだ学生が他学部と比
べて圧倒的に多いことから（岡山大学アドミッションセンター , 2018)、その魅力を
実感している表れだと思われる。
（４）教員１の報告
「国際共修の課題と波及効果」
　グローバル・ディスカバリ・プログラムに2017年10月入学、2018年4月入学、2018
年10月入学によって、22の国・地域から集まった87名の学生が共に学ぶ多様性に富
むグローバル・プログラムとなったが、語学力、基礎学力、文化的な学習スタイル
の違い等も課題も見えてきた。同時にこのようなグローバルな学生が日本の大学生
と共に４年間学部教育を受けるという学修環境が大学内外に良好な波及効果をもた
らしていることもわかった。
（５）教員２の報告
「学部横断型学際教育の試み」
　MPコース、ディスカバリー・プログラムはどちらも学部・学科の枠にとらわれな
い、自由な学びを提供しているとされるが、各学部との情報交換で学部横断型履修
の問題点が明らかになってきた。まず、卒業研究受け入れ学部は各分野の基礎教育
の上に成り立つため、一定の講義履修が必要となり、自由に講義を選ぶことは難し
い。各学部の学生と同等の学力や日本語能力がなければ、講義についていくことが
できず、結果的に受け入れを認められなくなる可能性もある。さらにディスカバリー
生は入学後1年で進路を選ぶ必要があり、マッチングトラック希望者は卒業研究の実
施学部も決定しなければならず、それまでに受け入れ学部が学生の基礎学力と語学
力を見極めるのは時間的に困難となる。
　卒業研究については実質的には指導教員の専門、あるいはそれに近い分野での卒
業研究テーマのみが指導可能となるため、学際領域や複合領域を最初から目指すの
は難しい。もし学生が学際的な卒業研究を目指す場合、どの学部・どの教員が指導
できるのか、複数学部に跨る卒業研究が可能なのか等を見極める必要もある。仮に
それが可能となった場合は、各学部の協力が不可欠となり、アドバイジングも難し
くなることが懸念される。
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　新しいグローバル・ディスカバリー・プログラムの学生が入学し、高年次生が増
えるにつれ新たな課題に直面することは推測できるが、同時に「各学部・全学センター
教員提供による、教養教育科目への英語講義の増加」、「ディスカバリー教員の英語
による講義への他学部生の受講、意識変化のきっかけ」、「高校や社会の新しい要望
に対して、機動的に対応可能な新しい教育プログラム提供」等、様々な波及効果も
報告された。
　次に発表の中で紹介されたMPコース卒業生へのアンケートから「学部横断型で感
じたこと」の部分を掘り下げ、MP生が1年生全員に行ったアンケート結果と合わせて
岡山大学の学際教育を学生の視点から考察する。
３　MPコース学生のアンケート調査結果
　平成28年度MPコース卒業生（第８期生）と平成29年度MPコース卒業生（第９期生）
を対象に行なったアンケートの回答から、MPコースを４年間経験した学生が学部横
断型の学際教育に対してどう思っているかを検証するため、以下の２つの質問の回
答に注目した。
質問２「マッチングプログラムコースの不満・満足に思うこと、今後の課題等」
質問３「マッチングプログラムコースならでは」と思うこと
　回答は全て自由記述式であったが、学生の回答はどちらも主に履修と交流につい
てのものが大半を占めており、学部横断型の学際教育は履修と交流においてコイン
の表と裏のような側面があることがわかる。これらの学生の回答は、MPコースの長
所と短所を示唆しているといえる（表１）。
に受け入れ学部が学生の基礎学力と語学力を見極めるのは時間的に困難となる。 
 卒業研究については実質的には指導教員の専門、あるいはそれに近い分野で
の卒業研究テーマのみが指導可能となるため、学際領域や複合領域を最初から
目指すのは難しい。もし学生が学際的な卒業研究を目指す場合、どの学部・ど
の教員が指導できるのか、複数学部に跨る卒業研究が可能なのか等を見極める
必要もある。仮にそれが可能となった場合は、各学部の協力が不可欠となり、
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全学センター教員提供による 教養教育科目への英語講義の増加」、「ディスカ
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校や社会の新しい要望に対して、機動的に対応可能な新しい教育プログラム提
供」等、様々な波及効果も報告された。 
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で感じたこと」の部分を掘り下げ、MP 生が 1 年生全員に行ったアンケート結果
と合わせて岡山大学の学際教育を学生の視点から考察する。 
 
３ MP コース学生のアンケート調査結果 
平成 28 年度 MP コース卒業生（第８期生）と平成 29 年度 MP コース卒業生（第
９期生）を対象に行なったアンケートの回答から、MP コースを４年間経験した
学生が学部横断型の学際教育に対してどう思っているかを検証するため、以下
の２つの質問の回答に注目した。 
 
質問２「マッチングプログラムコースの不満・満足に思うこと、今後の課題等」 
質問３「マッチングプログラムコースならでは」と思うこと 
 
回答は全て自由記述式であったが、学生の回答はどちらも主に履修と交流に
ついてのものが大半を占めており、学部横断型の学際教育は履修と交流におい
てコインの表と裏のような側面があることがわかる。これらの学生の回答は、
MP コースの長所と短所を示唆しているといえる（表１）。 
 
表 1 MP コース卒業生アンケート結果（平成 28 年度、29 年度） 
 長所 短所 
履修 ? 学部横断の学習（他学部、
多分野の授業） 
? 自由に・好きなように学べ
る 
? どのような経験も取り組
める環境 
? 時間割の組み方と移動時間 
? わかりづらい（情報、受講方法）
? 履修できる授業や研究室が制
限される 
交流 ? 他学部・多分野の人と会え
る 
（出会い、交友、刺激） 
 
? 他学部からの孤立（友達ができ
ない、溶け込めない） 
? 縦のつながりがあまりない 
? 横のつながり  
? 3 年生以降では交流が少ない 
? MP 生同士のつながりが薄い 
 
MP 生が見た学部横断型の良さは、在学中に様々な学部で自由に授業を履修で
きるため、多方面から学べ、物事を多角的に見られるようになり、色々な学部・
分野での多面的な出会い、交流、つながりができ、さまざまな刺激を受けられ
るとまとめることができる。一方で、この自由な制度は大量の情報の中から自
分で必要な情報を探し、自分が履修したい授業を、自分の都合のいい時間に入
れていくという、他学部の学生がしなくてもいい時間がかかる作業をすること
になり、このプロセスを大変だと感じる学生がいることもわかる。また、実質
的には全ての授業が自由に取れない制約を残念に思っているようだ。 
最も注視すべくは、交流の質である。学部横断型履修により人的交流の幅が
広がったのはいいと思っているが、そのつながりが期待したほど深くならない
ことが伺える。しかも、それが他学部のみならず、MP 内でも同じ傾向があるよ
うだ。学術教育セミナーで発表した他大学の学生たちからも同じ経験談の報告
があり、この問題は今後学際教育を行っている大学が改善に向けて取り組むべ
き大きな課題だといえよう。 
また、MP 在校生が当初 MP1 年生を対象に行ったアンケート結果でも(岡山大
学キャンパスマガジン, 2018)、表１と似た回答が見られる。まず、MP コース
でよかったこととして「いろんなところに行ける」、「みんな違っていいが当た
り前」、「MP 内の人は全員仲良くできる」等をあげた。MP コースには様々なタイ
プの学生が在籍し、「多分野横断型 MP」、「一極集中型 MP」、「運動型 MP」、「芸術
型 MP」、「国際型 MP」等、在籍人数が少ないながらも「みんな違っていいが当
たり前」と感じられるように学生は独自の学生生活を「自分で」作ってきたこ
とがわかる。逆に、MP のよくなかったこととして「授業の管理」、「意外と友達
ができにくい」、「行っている学部で溶け込めない」をあげていた。１年生は「MP
内の人は全員仲良くできる」だったが、卒業生が「MP 生同士のつながりが薄い」
と感じたことから、MP 内の交流は高年時になって行くにつれ希薄になっていく
ことが推測できる。それは、他学部履修が進み、MP 生がそれぞれの学部で卒業
研究を行うため「MP」という所属が強く感じられなくなるからかもしれない。
また、「あなたにとっての MP コースとは？」の質問に対しては、「個性」、「freedom 
of freedom」と自由や個を肯定的に捉える学生もいれば、「過酷なコース」と苦
しさを訴える学生もいた。「うまく利用できたら輝けるし、きちんと考えないと
制度につぶされる」と自由な MP コースの光と影を初年度ですでに感じ取った学
生がいたことも非常に興味深い。 
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　MP生が見た学部横断型の良さは、在学中に様々な学部で自由に授業を履修できる
ため、多方面から学べ、物事を多角的に見られるようになり、色々な学部・分野で
の多面的な出会い、交流、つながりができ、さまざまな刺激を受けられるとまとめ
ることができる。一方で、この自由な制度は大量の情報の中から自分で必要な情報
を探し、自分が履修したい授業を、自分の都合のいい時間に入れていくという、他
学部の学生がしなくてもいい時間がかかる作業をすることになり、このプロセスを
大変だと感じる学生がいることもわかる。また、実質的には全ての授業が自由に取
れない制約を残念に思っているようだ。
　最も注視すべくは、交流の質である。学部横断型履修により人的交流の幅が広がっ
たのはいいと思っているが、そのつながりが期待したほど深くならないことが伺え
る。しかも、それが他学部のみならず、MP内でも同じ傾向があるようだ。学術教育
セミナーで発表した他大学の学生たちからも同じ経験談の報告があり、この問題は
今後学際教育を行っている大学が改善に向けて取り組むべき大きな課題だといえよ
う。
　また、MP在校生が当初MP1年生を対象に行ったアンケート結果でも(岡山大学キャ
ンパスマガジン, 2018)、表１と似た回答が見られる。まず、MPコースでよかったこ
ととして「いろんなところに行ける」、「みんな違っていいが当たり前」、「MP内の人
は全員仲良くできる」等をあげた。MPコースには様々なタイプの学生が在籍し、「多
分野横断型MP」、「一極集中型MP」、「運動型MP」、「芸術型MP」、「国際型 MP」等、在籍
人数が少ないながらも「みんな違っていいが当たり前」と感じられるように学生は
独自の学生生活を「自分で」作ってきたことがわかる。逆に、MPのよくなかったこ
ととして「授業の管理」、「意外と友達ができにくい」、「行っている学部で溶け込め
ない」をあげていた。１年生は「MP内の人は全員仲良くできる」だったが、卒業生
が「MP生同士のつながりが薄い」と感じたことから、MP内の交流は高年時になって
行くにつれ希薄になっていくことが推測できる。それは、他学部履修が進み、MP生
がそれぞれの学部で卒業研究を行うため「MP」という所属が強く感じられなくなる
からかもしれない。また、「あなたにとってのMPコースとは？」の質問に対しては、「個
性」、「freedom of freedom」と自由や個を肯定的に捉える学生もいれば、「過酷なコー
ス」と苦しさを訴える学生もいた。「うまく利用できたら輝けるし、きちんと考えな
いと制度につぶされる」と自由なMPコースの光と影を初年度ですでに感じ取った学
生がいたことも非常に興味深い。
４　グローバル・ディスカバリー・プログラム第一期生の履修傾向
　グローバル・ディスカバリー・プログラムの学際教育はMPコースよりさらに複雑
になっている。ディスカバリー生は、1年後にMPコースのような学部横断型のマッチ
ング・トラックと主に英語だけで学ぶディスカバリー専修トラックのどちらかを選
ぶが、どちらのトラックに進んでも他のトラックで提供される授業を履修すること
ができ、MPよりさらに履修可能な授業の選択肢が増えるため、時間割、スケジュール、
履修パターンもさらに複雑になりうる。さらにはMPコースにはなかった「言語」と
いう新しい要因も加わり、取りたい授業が自由に取れなくなる可能性が以前より高
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くなることもわかってきた。
　例えば、第一期10月入学生の入学後のアンケート調査(31名)では、マッチング・
トラックに興味を示した学生は約3分の１で、２年時での本調査では29名中の10名と
なった。人数的にはほぼ同じだが、実際の学生はかなり入れ替わっており、希望と
現実が一致しないこともわかった。そのうち、英語だけで学修できる農学部以外に
進むのは工学部が２名、経済学部が２名だが、4人とも他学部履修は受け入れ学部の
授業のみ、またはほぼそれに近く、現時点では学際性が非常に薄い「一極集中型」
の履修パターンだが、卒業研究受け入れ学部の条件であればその学部の要件を満た
す履修をしなければいけない。逆に、ディスカバリー専修トラックに進んだ学生の
方が学際教育的な履修パターンを取っており、特に日本語能力が高い学生は主にディ
スカバリーが提供する英語での授業を取りつつ、他学部の授業にも少しずつ挑戦し
ている。
　4月入学生の進路は現在希望調査中であるが、日本国内の高校出身者が多いためMP
生と似たパターンになると予測できる。4月入学生は日本語ができるため10月生と比
べ、学際性が高い「多分野横断型」が多くなることが予測できるが、最初から目標
が明確で自分がやりたいことを絞っている学生は「一極集中型」にもなりうる。また、
マッチング・トラックに進んだ学生は、主に卒業研究をする学部での授業を取りな
がら、ディスカバリーが提供する英語での授業を取り続けるという学際教育を実現
する可能性もある。
Ⅳ　考察:課題解決に向けて
１　履修についての対策
　高校生活と大学生活には様々な違いがあり、中でも大学入学したばかりの1年生は
時間割や授業履修の自己責任に関する項目で困難を感じることが多いと報告されて
いる（原田・池谷・松井・望月,2018)。したがって、学部横断型プログラムを経験
する学生の履修についての問題点はできるだけ早い段階で対策を取る必要がある。
グローバル・ディスカバリー・プログラムの学生には、担任の他にアカデミック・
アドバイザーが全員につき、さらに海外から直接渡日した留学生には学生チューター
がつき、これに事務室職員の支援を加えた体制で履修に関する情報提供やアドバイ
スができる体制をとっている。また、第二期生、三期生が入学する際には実際に経
験のある先輩に相談し、履修登録のアドバイスをもらうこともでき、プログラム内
の縦の交流を深めることもできる。誰１人として同じ時間割がない自由な履修登録
になるが、ある程度のガイドラインさえ理解できれば大きく戸惑うことはないであ
ろう。プログラムとしては、そのガイドラインをできるだけ明確にし、学生にわか
りやすく記述し、簡単に必要な情報を探せるよう教務関連の資料やオリエンテーショ
ンの方法等を改善していかなければならない。そして、それを日本語と英語の両言
語で行う必要がある。
　他学部の受け入れ条件や制約については学部間の話し合いや申し合わせが必要と
なり、解決には時間がかかるが、制約があることを予め学生に周知させることで心
理的なダメージを軽減し、問題解決の時間を節約することは可能である。
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２　交流についての対策
　日本の大学生が対象の前述の調査（原田他, 2018）では生活に関する項目が問題
とされなかったが、海外から来て初めて１人で日本で生活するグローバル・ディス
カバリー・プログラムの学生には、かえってこの項目群の方が困難を示す確率が高
く、それが学業に影響を及ぼすこともあろう。その意味でも、プログラム内の横と
縦の交流はどちらも非常に重要となる。グローバル・ディスカバリー・プログラム
に第一期生が入った半年後には、学生がいつでも利用できる学生ラウンジが完成し、
「ホームルーム」的なスペースを作り、学生の交流の場となっている。また、Global 
Discovery Program Student Association (GDPSA)と呼ばれる生徒会的な組織を作り、
役員を選出し、学生のための学生による活動を行なっているのも学生間の交流を深
めることに貢献している。
　グローバル・ディスカバリー・プログラムの横の交流についての課題は10月生と4
月生のつながりであるが、ディスカバリーの必修科目で両グループ混合のクラスを
作る、学生チューターとして10月生と4月生をペアにする、GDPSAの活動に参加する
等の方法で対応している。お互いの言語力の違いで交流が深くできない場合もあり、
それは言語力強化によりある程度は解決できると考えられるが、異文化理解や多文
化間共修の体験を増やすことで徐々に改善されるであろう。
　他学部での孤立については、クラブやサークルに入っている学生は授業外で他学
部生との交流を深めているが、授業内での交流はまだ解決されておらず、今後の課
題である。特に100人単位の座学式講義では、クラスメートと話す機会がなく、講義
が理解できなくても質問する友達がいない、先生にも質問しにくいと報告されてい
る。結果的にディスカバリーの学生同士で隣に座り、他学部の学生との交流が生ま
れにくい状態を作っている。ただし、外見ですぐ留学生だとわかる学生の場合は、
EPOK等で留学から帰国した日本人学生から話しかけられたり、上級英語のクラスメー
トと同級生になったりする時もあり、交流が偶然に深まるケースもある。
３　アカデミック言語教育と学際教育の促進に向けて
　ディスカバリーのようなグローバルなプログラムでは、言語が壁となって学際教
育を阻むことがあることもわかってきた。一方で、海外生の中には、日本語能力が
まだ発展途上であっても他学部で他の日本人大学生と一緒に学ぶことを希望する学
生も多く、二年時に進むトラックに関係なく学部横断型の学際教育に挑戦している。
このような学生の学びを支援するため、「アカデミック・ジャパニーズ・トレーニン
グI, II」というコースを新たに作り、各学生を個別に指導・支援しながら学内の色々
な学部での授業履修を促進する対策も進めている。同様に、他学部の授業を中心に
履修する学生が英語で提供されるディスカバリーの授業にも積極的に挑戦できるよ
うアカデミック英語の授業も増やす予定である。どちらの言語も担当教員は担任、
言語アドバイザーを兼任しているディスカバリー専任教員であるため、学生の相談
窓口として情報共有しやすい立場にあり、問題点に気づき、迅速に対応できる利点
もある。
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　アカデミックレベルの言語力向上により言語の壁が低くなり、他学部履修、トラッ
クを超えた履修が促進できるが、同時に学生間の交流が深まることも期待できる。
このような多角的な取り組みにより、今後１０月生、４月生がどのような学際教育
を展開していくのか縦断的な調査を行い、学生たちが自由で柔軟な学際プログラム
の制度をよく理解し、「きちんと考えて、うまく利用して、輝ける」よう指導・支援
していくため方法を発見していきたい。
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